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１ 

　 

は
じ
め
に

　

３
・
11
。
地
震
の
発
生
と
と
も

に
横
浜
市
内
の
各
学
校
で
は
、
児

童
生
徒
の
安
全
確
保
の
対
応
が
な

さ
れ
た
。
児
童
生
徒
の
校
舎
外
へ

の
避
難
誘
導
、校
舎
の
安
全
確
認
、

保
護
者
へ
の
連
絡
・
引
き
渡
し
、

保
護
者
へ
連
絡
が
つ
か
な
い
児
童

生
徒
の
対
応
等
。こ
の
地
震
に
よ
っ

て
、
様
々
な
対
応
が
学
校
・
教
職

員
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

幸
い
な
こ
と
に
、
横
浜
市
内
の
学

校
で
は
、
大
き
な
被
害
も
な
く
、

子
ど
も
た
ち
も
翌
日
に
は
全
員
家

族
の
元
へ
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

し
か
し
、
東
北
各
地
か
ら
は
被

災
状
況
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
、

ま
た
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、

学
校
や
子
ど
も
た
ち
の
置
か
れ
て

い
る
状
況
の
厳
し
さ
が
伝
え
ら
れ

て
き
た
。

２ 

　 

石
巻
子
ど
も
学
習
支
援
隊

❶
派
遣
の
経
緯

　

横
浜
市
教
育
委
員
会
で
は
東
日

本
大
震
災
後
に
被
災
地
の
県
や
市

に
対
し
て
、
独
自
に
復
興
に
関
す

る
短
期
間
の
教
育
支
援
に
つ
い
て

ニ
ー
ズ
把
握
を
行
っ
た
。
そ
の
結

執
筆柳

下　

則
久

教
育
次
長

小
野　

博
之

教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
部
職
員
課
長

前
田　

崇
司

教
育
委
員
会
事
務
局
教
職
員
人
事
部

教
職
員
育
成
課
首
席
指
導
主
事

冨
士
田　

美
枝
子

教
育
委
員
会
事
務
局
課
長
補
佐

（
教
職
員
育
成
課
育
成
係
長
）

近
藤　

浩
人

教
育
委
員
会
事
務
局

東
部
学
校
教
育
事
務
所
指
導
主
事
室

主
任
指
導
主
事

果
、
石
巻
市
教
育
委
員
会
か
ら
支

援
の
要
請
が
あ
り
、
横
浜
市
の
教

員
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を
決
定
し

た
。
指
導
主
事
４
名
か
ら
な
る
先

遣
隊
を
中
心
に
、
現
地
石
巻
に
職

員
を
派
遣
し
、
石
巻
市
教
育
委
員

会
や
石
巻
市
立
の
各
小
中
学
校
と

調
整
を
重
ね
た
。
そ
の
結
果
、
夏

休
み
期
間
中
に
児
童
生
徒
の
学
習

を
支
援
す
る
学
習
支
援
隊
と
し
て

教
員
を
派
遣
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

石
巻
市
で
は
、
71
校
（
小
学
校

43
校
・
中
学
校
21
校
・
高
校
２
校
・

幼
稚
園
５
園
）
あ
る
市
立
学
校
の

う
ち
、
何
ら
か
の
被
害
を
受
け
た

学
校
は
、
約
７
割
以
上
の
51
校
に

の
ぼ
り
、
５
月
時
点
で
授
業
を
再

開
で
き
た
の
は
64
校
と
い
う
状
況

で
あ
っ
た
。
各
校
と
も
授
業
時
間

数
が
不
足
し
て
お
り
、
夏
休
み
期

間
を
短
縮
し
、
不
足
し
て
い
る
授

業
時
間
を
補
う
予
定
と
な
っ
て
い

た
。

　

一
方
で
、
石
巻
市
で
は
従
来
か

ら
夏
季
休
業
期
間
を
活
用
し
て
、

県
内
の
大
学
生
に
よ
る
学
習
補
助

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
児
童
生
徒
へ
の

学
習
の
支
援
を
、
市
内
２
か
所
の

高
校
を
会
場
と
し
て
行
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
震
災
に
よ
っ
て
大
学
生

自
身
も
被
災
し
、
今
ま
で
の
学
習

支
援
を
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
な

状
況
と
な
っ
た
。本
市
と
し
て
は
、

こ
の
学
習
支
援
を
受
け
継
ぎ
、
被

災
に
よ
り
生
活
環
境
の
変
化
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
も
参

加
し
や
す
い
よ
う
に
、
実
施
会
場

を
17
会
場
43
学
校
に
拡
大
し
、
夏

休
み
期
間
の
う
ち
の
一
定
期
間
、

本
市
の
教
員
で
編
成
し
た
学
習
支

援
隊
に
よ
り
、
き
め
細
か
な
支
援

を
す
る
こ
と
と
し
た
。

❷
先
遣
隊

　

被
災
地
と
の
調
整
等
を
行
う
た

め
に
派
遣
し
た
先
遣
隊
の
任
務
は
、

「
石
巻
市
教
育
委
員
会
事
務
局
（
以

下
、「
石
巻
市
教
委
」）
と
被
災
地

へ
の
教
育
支
援
の
活
動
内
容
等
を

調
整
す
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
。「
被

災
地
へ
の
教
育
支
援
」
と
い
っ
て

も
、
具
体
的
な
支
援
内
容
は
ま
っ

た
く
白
紙
の
状
態
で
あ
り
、
調
整

の
中
で
で
き
る
こ
と
を
探
っ
て
い

く
も
の
だ
っ
た
。

　

活
動
初
日
に
現
地
を
視
察
、
石

巻
市
の
被
災
の
現
状
や
学
校
の
状

況
な
ど
を
確
認
し
、「
被
災
し
て
い

る
石
巻
市
教
委
、
石
巻
の
学
校
、

石
巻
の
子
ど
も
た
ち
に
徹
底
的
に

寄
り
添
っ
た
話
し
合
い
を
す
る
こ

と
。
相
手
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り

と
把
握
す
る
こ
と
。」
の
思
い
を
新

た
に
し
た
。
翌
日
の
石
巻
市
教
委

と
の
協
議
で
、「
横
浜
市
教
育
委
員

会
事
務
局（
以
下
、「
横
浜
市
教
委
」）

は
、
夏
季
休
業
中
に
、
石
巻
市
に

教
育
支
援
を
行
う
」、「
本
活
動
に

関
す
る
計
画
等
は
す
べ
て
横
浜
市

教
委
で
立
案
し
、
石
巻
市
教
委
と

協
議
し
な
が
ら
決
定
す
る
」
な
ど

を
確
認
し
た
。

　

横
浜
市
教
委
に
お
い
て
、
教
育

長
や
教
育
次
長
を
中
心
と
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
検

討
の
結
果
、
石
巻
市
へ
の
学
習
支

援
隊
派
遣
を
決
定
し
、
５
月
末
に

石
巻
市
の
校
長
会
で
、
概
要
を
説

明
。
こ
う
し
て
「
石
巻
子
ど
も
学

習
支
援
隊
」
の
取
組
は
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　

先
遣
隊
は
そ
の
後
も
現
地
に
お

い
て
石
巻
市
教
委
や
各
学
校
と
の

調
整
役
を
担
っ
た
。
石
巻
市
立
の

全
小
中
学
校
を
訪
問
し
、
校
長
に

趣
旨
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
各

校
の
ニ
ー
ズ
把
握
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
遠
隔
地
の
学
校
ま
で
の

交
通
状
況
の
調
査
や
医
療
機
関
等

関
係
機
関
と
の
調
整
、
直
前
の
会

場
校
と
の
最
終
的
な
確
認
（
避
難

経
路
や
使
用
教
室
の
確
認
等
）
等

も
行
っ
た
。

図１　石巻市
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❸
派
遣
の
趣
旨

　

今
回
の
震
災
で
石
巻
市
立
の
小

中
学
校
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

他
校
の
教
室
を
借
り
て
ス
タ
ー
ト

し
た
学
校
や
、
避
難
所
と
な
っ
て

い
る
た
め
に
教
室
の
使
用
に
制
限

が
あ
る
等
、
児
童
生
徒
の
教
育
活

動
上
で
影
響
を
受
け
て
い
る
学
校

も
多
か
っ
た
。

　

ま
た
、
避
難
所
の
運
営
等
や
遅

れ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
授
業
を
取
り

戻
す
た
め
の
努
力
等
、
教
員
の
働

き
は
想
像
を
超
え
る
も
の
で
あ
り
、

積
み
重
な
る
疲
労
も
課
題
と
な
っ

て
い
た
。

　

こ
う
し
た
背
景
の
中
、
夏
休
み

の
期
間
中
に
石
巻
市
の
子
ど
も
た

ち
の
学
習
を
支
援
す
る
こ
と
、
そ

れ
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
不
眠
不

休
で
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
た
石
巻
市
の
教
員
た
ち
に
少
し

で
も
休
養
を
と
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
、
派
遣
の
趣
旨
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
教
員

を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
避

難
所
か
ら
、
ま
た
、
身
を
寄
せ
る

親
戚
の
元
か
ら
、
学
校
へ
通
う
子

ど
も
た
ち
。
こ
の
震
災
で
多
く
の

子
ど
も
た
ち
の
心
が
傷
つ
き
、
痛

み
、
そ
の
状
況
が
続
い
て
い
る
こ

と
が
想
像
で
き
た
。
今
回
の
学
習

支
援
隊
の
最
大
の
使
命
は
、
被
災

し
た
石
巻
市
の
〝
子
ど
も
た
ち
の

た
め
の
学
習
支
援
〞
で
あ
る
。
石

巻
市
の
「
子
ど
も
た
ち
・
フ
ァ
ー

ス
ト
」
の
精
神
で
、
教
育
に
携
わ

る
者
と
し
て
、
石
巻
市
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
し

て
い
き
た
い
と
願
っ
た
。

❹
派
遣
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

今
回
の
学
習
支
援
は
、
石
巻
市

の
小
中
学
生
の
夏
休
み
期
間
と
な

る
８
月
２
日
〜
11
日
（
土
日
を
除

く
８
日
間
）
に
「
夏
休
み
学
習
会
」

と
称
し
て
実
施
し
た
。

　

学
習
会
当
日
は
午
前
中
に
小
学

生
、
そ
し
て
午
後
に
中
学
生
を
学

習
支
援
す
る
こ
と
と
し
た
。
１
日

目
の
夜
に
バ
ス
で
横
浜
を
出
発
し
、

２
日
目
に
石
巻
の
各
会
場
で
学
習

支
援
を
行
い
宿
泊
。
そ
し
て
３
日

目
に
横
浜
に
戻
る
と
い
う
２
泊
３

日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
の
ぞ
む
こ

と
に
し
た
。（
表
１
）

❺ 

支
援
規
模（
参
加
児
童
生
徒
数
、

会
場
、
派
遣
教
員
等
数
）

ア　

参
加
児
童
生
徒
数

　

６
月
中
に
石
巻
市
立
小
中
学
校

全
校
の
児
童
生
徒
お
よ
そ
１
万
４

千
名
に
「
夏
休
み
学
習
会
」
の
募

集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
保
護
者
が

承
諾
し
た
お
よ
そ
３
千
名
の
児
童

生
徒
か
ら
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。

実
際
に
は
そ
の
後
の
転
居
や
家
事

都
合
等
に
よ
り
欠
席
も
あ
っ
た
が
、

中
に
は
、
数
日
に
わ
た
っ
て
連
続

し
て
参
加
し
た
子
ど
も
も
い
た
。

８
日
間
の
参
加
延
べ
人
数
は
、
小

学
生
６
，
２
３
４
名
、
中
学
生

１
，５
１
１
名
の
合
計
７
，７
４
５

名
と
な
っ
た
。

イ 　

学
習
支
援
に
関
す
る
会
場
等

（
図
２
）

　

学
習
支
援
を
行
う
会
場
に
つ
い

て
は
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ
る
中
で
も

参
加
が
可
能
な
開
催
形
態
と
な
る

よ
う
、
石
巻
市
の
各
学
校
と
調
整

を
重
ね
た
。
そ
の
結
果
、
す
べ
て

の
中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
で
実
施
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
一
日
あ
た
り
７

〜
９
会
場
、
８
日
間
で
43
会
場
を

設
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
会
場

と
な
っ
た
各
学
校
は
、
い
ま
だ
避

難
所
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多

か
っ
た
が
、
教
室
や
受
付
場
所
、

保
健
室
等
の
使
用
に
も
各
学
校
の

協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

前
半
の
週
の
４
日
間
（
第
１
グ

ル
ー
プ
〜
第
４
グ
ル
ー
プ
）
は
、

主
に
石
巻
市
郊
外
や
遠
隔
地
を
会

場
と
し
て
設
定
し
た
。
後
半
の
週

の
４
日
間
（
第
５
〜
第
８
グ
ル
ー

プ
）
は
主
に
石
巻
市
街
地
の
学
校

を
会
場
と
し
た
。
中
に
は
、
遠
隔

出発日 活動日 帰着日
第１グループ ８月１日 ８月２日 ８月３日
第２グループ ８月２日 ８月３日 ８月４日
第３グループ ８月３日 ８月４日 ８月５日
第４グループ ８月４日 ８月５日 ８月６日
第５グループ ８月７日 ８月８日 ８月９日
第６グループ ８月８日 ８月９日 ８月10日
第７グループ ８月９日 ８月10日 ８月11日
第８グループ ８月10日 ８月11日 ８月12日

写真１　 街道沿いから。中央奥に見えるのが
大原小学校

表１　石巻学習支援隊のスケジュール
派　遣　行　程

１日目夜　　横浜出発（貸切バス使用）
　　　　　　＜車中泊＞
２日目朝　　現地到着
　　 （午前）小学校児童支援
　　 （午後）中学校生徒支援
２日目夕刻　宿泊施設到着
　　　　　　＜宿泊施設泊＞
３日目朝　　現地出発（貸切バス使用）
３日目夕刻　横浜到着

図２　「石巻子ども学習支援隊」学習会会場位置図
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地
で
あ
り
、
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
牡
鹿
半
島
の
海
岸
付
近
に
あ
る

学
校
や
、
町
全
体
が
津
波
に
よ
る

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
地
域
に

あ
る
学
校
も
あ
っ
た
が
、
一
人
で

も
学
習
支
援
を
受
け
た
い
と
願
う

子
ど
も
が
い
る
限
り
、
横
浜
市
と

し
て
教
員
を
派
遣
し
よ
う
と
い
う

姿
勢
で
の
ぞ
ん
だ
。

ウ　

派
遣
教
員
数

　

派
遣
す
る
教
員
に
は
、
い
か
に

目
の
前
の
子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か

り
と
寄
り
添
い
接
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
、
適
切
な
学
習
支
援
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
の
使
命

と
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
教
員
派
遣
に
あ
た
っ
て

は
、
６
月
中
旬
よ
り
、
横
浜
市
立

学
校
全
校
に
「
石
巻
子
ど
も
学
習

支
援
隊
」
の
派
遣
募
集
を
行
い
、

７
月
初
旬
に
派
遣
者
を
決
定
し
た
。

　

派
遣
者
に
つ
い
て
は
、
新
採
用

者
も
含
め
た
教
員
を
中
心
に
、
次

の
よ
う
な
組
織
と
な
っ
た
。

　

８
月
１
日
に
出
発
し
て
２
日
に

学
習
支
援
を
行
い
、
３
日
に
横
浜

に
戻
る
第
１
グ
ル
ー
プ
か
ら
10
日

に
出
発
す
る
第
８
グ
ル
ー
プ
ま
で

を
組
織
し
、
毎
回
１
１
０
名
〜
１

５
０
名
程
度
の
教
員
を
派
遣
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

※
派
遣
教
員
の
内
訳

　

校
長　

　
　
　
　
　

40
名

　

副
校
長　

　
　
　
　

32
名

　

主
幹
教
諭　

　
　
　

50
名

　

教
諭　

　
　
　

９
０
１
名

　

合
計　

　

 

１
，０
２
３
名

　

教
員
を
派
遣
す
る
に
あ
た
っ
て

は
被
災
し
た
子
ど
も
の
理
解
や
派

遣
者
本
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
等

を
考
慮
し
た
研
修
等
も
行
い
、
適

切
な
支
援
を
め
ざ
し
た
。

エ　

事
務
局
体
制
（
図
３
）

　

派
遣
期
間
中
の
事
務
局
体
制
と

し
て
は
、
石
巻
市
の
会
場
校
に
本

部
を
置
き
、
宿
泊
地
で
あ
る
松
島

市
に
運
営
事
務
局
を
設
置
し
た
。

そ
こ
で
は
常
に
関
内
本
部
と
連
携

し
て
情
報
を
収
集
・
管
理
し
、
学

習
支
援
隊
の
円
滑
な
運
営
の
推
進

に
努
め
た
。

　

事
務
局
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
は
、

係
長
級
職
員
や
指
導
主
事
を
運
営

担
当
及
び
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役

と
し
て
派
遣
し
、
当
日
の
運
営
に

あ
た
る
よ
う
に
し
た
。
複
数
あ
る

会
場
の
統
括
や
実
際
の
運
営
責
任

は
、課
長
級（
各
グ
ル
ー
プ
の
団
長
）

の
判
断
の
も
と
で
行
う
よ
う
に
し
た
。

　

ま
た
、
派
遣
教
員
の
健
康
管
理

面
を
考
慮
し
、
健
康
福
祉
局
か
ら

の
応
援
も
得
て
、
係
長
級
の
保
健

師
を
各
グ
ル
ー
プ
に
配
置
し
、
健

康
面
で
の
相
談
に
も
応
じ
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
。

※
派
遣
し
た
事
務
局
職
員

　

課
長
級　

　
　
　

 

８
名

　

係
長
級　

　
　
　

11
名
（
う
ち

保
健
師
係
長
３
名　

２
名
は
健
康

福
祉
局
か
ら
の
応
援
）

　

指
導
主
事
他　

　
　

83
名

　

合
計　

　
　
　

１
０
２
名

　

各
回
の
派
遣
者　

15
名
程
度

合
計
８
日
間
で
１
２
６
名（
延
べ
）

❻
支
援
の
具
体
（
学
習
支
援
）

　

今
回
の
学
習
支
援
で
は
、「
夏
休

み
学
習
会
」
と
し
て
、
参
加
し
た

児
童
生
徒
に
対
し
、
個
々
の
課
題

に
合
わ
せ
て
学
習
支
援
を
行
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
児
童
生
徒
が
持
参

し
た
学
習
課
題
や
夏
休
み
の
宿
題

な
ど
の
ほ
か
、
本
市
が
独
自
に
石

巻
市
の
子
ど
も
た
ち
の
状
況
に
合

わ
せ
て
編
集
・
作
成
し
た
「
学
習

ド
リ
ル
」を
活
用
し
、
支
援
を
行
っ

た
。（
写
真
２
）

図３　「石巻子ども学習支援隊」の運営体制

写真２　学習支援の様子



56 調査季報 vol.169・2011.11 ■

○「
夏
休
み
学
習
会
」
に
つ
い
て

　

午
前
中
の
小
学
生
の
部
は
、
９

時
30
分
〜
11
時
30
分
の
２
時
間
。

午
後
の
中
学
生
の
部
は
、
12
時
30

分
〜
14
時
30
分
の
２
時
間
を
基
本

と
し
た
。
担
当
の
教
諭
の
配
置
に

つ
い
て
は
、
参
加
児
童
生
徒
数
や

学
年
を
考
慮
し
、
で
き
る
だ
け
少

人
数
指
導
が
行
え
る
よ
う
に
し
た
。

○ 「
石
巻
こ
ど
も
学
習
支
援
隊
」
学

習
ド
リ
ル
に
つ
い
て

　
「
学
習
ド
リ
ル
」
に
つ
い
て
は
、

横
浜
市
が
横
浜
の
子
ど
も
の
個
々

の
学
習
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て
既
に

作
成
し
て
い
た
「
は
ま
っ
子
学
習

ド
リ
ル
・
検
定
シ
ス
テ
ム
」を
、「
石

巻
子
ど
も
学
習
支
援
隊
」
用
に
編

集
し
直
し
、
学
習
支
援
で
活
用
し

た
。
教
科
に
つ
い
て
は
、
国
語
ド

リ
ル
（
国
語
10
ペ
ー
ジ
、
漢
字
10

ペ
ー
ジ
）、
算
数
・
数
学
ド
リ
ル

（
15
ペ
ー
ジ
）
で
、
小
学
校
１
年
生

か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
学
年
別

に
冊
子
に
編
集
。
解
答
編
も
別
冊

で
作
成
し
た
。

○
個
別
の
支
援
方
法

　

持
ち
寄
っ
た
課
題
や
学
習
ド
リ

ル
を
活
用
し
た
支
援
に
当
た
っ
て

は
、
個
々
に
寄
り
添
う
形
を
基
本

と
し
、
解
決
に
向
け
て
ヒ
ン
ト
を

出
し
た
り
、
解
き
方
を
教
え
た
り

し
た
。
ま
た
、
答
え
合
わ
せ
を
し

て
解
説
を
加
え
た
り
、
類
似
の
問

題
等
で
振
り
返
り
を
し
た
り
も

し
た
。

❼ 

子
ど
も
た
ち
や
派
遣
教
員
の
様
子

　

参
加
し
た
児
童
生
徒
は
、
２
時

間
の
学
習
時
間
の
な
か
で
、
派
遣

教
員
の
支
援
の
も
と
で
積
極
的
に

学
習
に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
た
。

８
日
間
に
わ
た
り
参
加
す
る
子
ど

も
や
、
参
加
日
を
追
加
す
る
子
ど

も
も
い
て
、
関
心
や
意
欲
の
高
さ

が
感
じ
ら
れ
た
。

　

児
童
生
徒
か
ら
は
、「
家
で
や
る

よ
り
学
習
が
進
ん
だ
」、「
学
習
会

に
参
加
し
て
連
立
方
程
式
が
解
け

る
よ
う
に
な
っ
た
」な
ど
、
ま
た
、

保
護
者
か
ら
は
帰
宅
後
の
子
ど
も

の
様
子
か
ら「
参
加
さ
せ
て
よ
か
っ

た
」
と
い
っ
た
声
や
手
紙
が
寄
せ

ら
れ
た
。（
表
２
）

　

派
遣
教
員
の
な
か
に
は
、
自
分

の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る

か
不
安
を
持
っ
て
い
る
者
も
い
た

よ
う
だ
が
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

を
中
心
に
一
つ
の
目
的
に
向
か
っ

て
、
校
種
、
経
験
の
差
を
超
え
て

自
ら
の
役
割
を
自
覚
し
、
学
習
支

援
を
行
う
様
子
が
見
ら
れ
た
。
派

遣
教
員
の
間
で
は
『
チ
ー
ム
』
と

い
う
声
が
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
、

学
習
支
援
隊
の
一
員
と
し
て
充
実

感
を
も
て
た
よ
う
で
あ
る
。

　

多
く
の
派
遣
教
員
か
ら
、
厳
し

い
環
境
の
中
で
も
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
る
石
巻
市
の
子
ど
も
の

姿
か
ら
元
気
を
も
ら
い
、
横
浜
市

の
子
ど
も
た
ち
に
も
伝
え
た
い
と

い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
た
。（
表
３
）

❽
参
加
者
の
声

【
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
参
加

し
た
市
立
学
校　

校
長
の
声
】

　

学
習
支
援
当
日
。
７
時
30
分
、

私
た
ち
は
担
当
会
場
と
な
る
中
学

校
に
到
着
し
た
。
当
該
校
の
教
頭

が
迎
え
て
く
れ
、
活
動
拠
点
と
な

る
２
階
会
議
室
へ
案
内
し
て
く
れ

た
。
今
回
の
教
室
使
用
は
、
１
年

１
組
〜
３
組
の
教
室
と
会
議
室
、

図
書
室
の
５
室
。指
導
主
事
、校
長
、

経
験
の
あ
る
教
員
、
そ
し
て
初
任

者
の
計
13
名
で
最
初
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
始
め
た
。
参
加
者
各
自
が

自
己
紹
介
。
そ
の
う
ち
経
験
者
と

初
任
者
の
中
に
東
北
の
被
災
地
出

身
者
や
被
災
地
で
の
勤
務
経
験
の

あ
る
者
が
３
名
い
た
。
ま
た
、
神

戸
出
身
者
で
阪
神
淡
路
大
震
災
の

経
験
者
も
い
た
。

　

校
長
と
し
て
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

に
指
名
さ
れ
た
私
は
、「
今
日
は
こ

こ
が
一
日
学
校
だ
。教
室
が
あ
り
、

教
材
が
あ
り
、
子
ど
も
が
い
る
。

我
々
チ
ー
ム
と
し
て
こ
こ
で
学
校

を
開
く
。
お
互
い
に
支
え
合
い
、

役
割
を
し
っ
か
り
担
っ
て
働
い
て

ほ
し
い
。
そ
し
て
自
分
の
学
校
の

子
ど
も
だ
と
思
っ
て
愛
情
を
も
っ

て
指
導
に
あ
た
っ
て
ほ
し
い
。
子

ど
も
た
ち
は
お
そ
ら
く
笑
顔
で
登

校
す
る
だ
ろ
う
が
、
家
族
を
失
っ

て
い
る
子
か
も
し
れ
な
い
。
家
を

流
さ
れ
て
避
難
所
か
ら
来
て
い
る

子
か
も
し
れ
な
い
。
心
細
い
気
持

ち
で
く
る
だ
ろ
う
か
ら
、
安
心
し

て
学
べ
る
よ
う
に
迎
え
て
ほ
し
い
。

た
だ
し
、
我
々
は
た
っ
た
１
日
で

帰
る
立
場
な
の
で
、
相
手
の
気
持

ち
を
大
切
に
、
節
度
を
失
わ
ず
、

と
き
に
少
し
遠
く
か
ら
そ
っ
と
見

守
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
今
で

き
る
学
習
支
援
を
つ
な
い
で
い
こ

う
。」
と
、
学
習
支
援
の
ス
タ
ー
ト

を
宣
言
し
た
。

　

横
浜
か
ら
の
派
遣
教
員
に
は
、

様
々
な
教
科
担
当
が
い
る
。
ど
の

教
員
も
石
巻
市
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
と
、
よ
く
寄
り
添
い
あ
た

た
か
い
支
援
が
で
き
て
い
た
。

　

出
会
い
の
一
つ
は
子
ど
も
た
ち
。

ひ
た
む
き
に
頑
張
る
子
ど
も
た
ち

に
接
し
、
支
援
し
た
教
員
が
多
く

を
学
ん
だ
。
教
育
と
い
う
仕
事
は

未
来
を
信
じ
る
子
ど
も
の
伸
び
よ

う
と
す
る
力
を
支
え
励
ま
し
、
導

く
も
の
。
石
巻
市
の
子
ど
も
た
ち

に
出
会
い
、
教
師
と
い
う
仕
事
の

使
命
感
を
感
じ
る
こ
と
で
き
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

も
う
一
つ
の
出
会
い
は
、
若
い

教
員
た
ち
と
の
出
会
い
。
当
日
初

め
て
顔
を
合
わ
せ
、
言
葉
を
交
わ

し
た
そ
の
場
で
役
割
を
決
め
、
こ

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
受
け
て
頑
張
っ

た
。
あ
る
教
員
は
、
子
ど
も
た
ち

を
送
る
た
め
に
次
々
と
正
門
に

入
っ
て
く
る
保
護
者
の
車
を
整
理

し
、
別
の
教
員
は
昇
降
口
で
履
物

に
つ
い
て
指
示
。
受
付
を
終
え
た

表３　派遣教員の声（活動報告書から） 表２　参加した児童生徒の声（活動報告書から）
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子
ど
も
に
「
お
は
よ
う
。
よ
く
き

た
ね
。」
と
笑
顔
で
教
室
案
内
を
す

る
教
員
。
さ
ら
に
は
、
教
室
で
子

ど
も
た
ち
を
待
ち
受
け
て
座
席
を

指
示
し
て
あ
た
た
か
い
声
を
か
け

る
教
員
と
実
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
効

果
的
に
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
て

い
た
。

　

学
習
支
援
に
入
っ
て
も
、
一
人

ひ
と
り
に
し
っ
か
り
寄
り
添
い
、

チ
ー
ム
で
カ
バ
ー
し
合
う
な
ど
、

た
っ
た
30
分
の
打
ち
合
わ
せ
で
、

仲
間
を
見
な
が
ら
す
べ
き
行
動
を

皆
が
と
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
。

特
に
若
い
教
員
た
ち
は
、
先
輩
の

動
き
を
見
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
感
じ
取
り
、
自
分
の
役
割

を
緩
や
か
に
変
更
さ
せ
て
い
っ
た
。

教
員
た
ち
の
使
命
感
、深
い
愛
情
、

柔
軟
な
調
整
力
、
チ
ー
ム
と
し
て

頑
張
る
教
員
た
ち
と
の
出
会
い
は

新
鮮
だ
っ
た
。
素
晴
ら
し
い
仲
間

た
ち
と
一
緒
に
仕
事
が
で
き
た
こ

と
へ
の
感
謝
、
そ
し
て
横
浜
の
未

来
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
帰
って
き
た
。

【
学
習
支
援
に
あ
た
っ
た　

派
遣
教

員
の
声
】

　

８
月
３
日
、
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
宮
城
県
石
巻
市
へ
子
ど

も
学
習
支
援
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

会
場
の
小
学
校
に
着
く
ま
で
の
道

の
り
で
津
波
に
の
ま
れ
た
街
の
様

子
を
見
て
、「
子
ど
も
た
ち
に
ど
ん

な
言
葉
を
か
け
た
ら
い
い
の
だ
ろ

う
。」
と
い
う
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
不
安
を

吹
き
飛
ば
す
よ
う
に
、
子
ど
も
た

ち
は「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

と
い
う
元
気
な
あ
い
さ
つ
と
素
敵

な
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

学
習
は
子
ど
も
た
ち
の
自
己
課
題

に
応
じ
、
教
師
が
寄
り
添
っ
て
支

援
し
て
い
く
形
式
で
進
め
、
ど
の

子
も
意
欲
的
で
元
気
に
楽
し
く
学

習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
漢

字
の
プ
リ
ン
ト
の
丸
付
け
を
終
え

て
、
１
０
０
問
中
97
問
を
正
解
し

て
い
た
小
学
４
年
生
の
女
の
子
に

「
し
っ
か
り
覚
え
ら
れ
て
い
て
す
ご

い
ね
。
よ
く
練
習
し
て
い
る
ん
だ

ね
。」と
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
、「
避

難
所
は
暇
だ
か
ら
、
勉
強
し
か
や

る
こ
と
が
な
い
ん
だ
。」
と
い
う
言

葉
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は「
そ

う
な
ん
だ
ね
。」
と
受
け
止
め
る
だ

け
で
精
一
杯
で
し
た
。
被
災
し
た

子
ど
も
た
ち
は
、
よ
う
や
く
被
災

し
た
こ
と
を
口
に
出
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。
口
に
出

す
こ
と
で
気
持
ち
の
整
理
を
つ
け
、

前
に
進
も
う
と
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
私
は
被
災
地
の
様
子
や
石
巻

市
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
多
く

の
人
に
伝
え
、『
学
習
す
る
』
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
、『
生
き
る
』
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
に
つ
い
て
、

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
子
ど
も
か
ら
の
手
紙
】

（
写
真
３
）

３ 

　 

終
わ
り
に

　
「
石
巻
子
ど
も
学
習
支
援
隊
」は
、

準
備
の
た
め
に
、
短
期
間
に
数
多

く
の
業
務
を
要
し
た
が
、石
巻
市
、

横
浜
市
双
方
に
と
っ
て
大
き
な
成

果
を
も
た
ら
し
た
と
言
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
回
の
「
石
巻
子
ど
も
学
習
支

援
隊
」
の
取
組
で
は
、
石
巻
市
と

の
調
整
を
は
じ
め
、
日
程
や
宿
泊

先
の
決
定
、
参
加
児
童
生
徒
の
募

集
お
よ
び
派
遣
す
る
教
員
の
確
保
、

学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立
案
等
、

多
岐
に
わ
た
る
課
題
が
あ
り
、
一

つ
の
部
署
だ
け
で
の
計
画
立
案
、

実
施
は
難
し
い
こ
と
が
想
定
さ
れ

た
。

　

例
え
ば
、
派
遣
教
員
を
ど
の
よ

う
に
募
集
し
、
ど
ん
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
何
日
間
派
遣
す
る
か
は
、
一

つ
の
課
で
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。

教
職
員
人
事
課
が
募
集
し
、
教
職

員
育
成
課
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み

立
て
、
職
員
課
が
日
程
と
宿
泊
先

を
確
保
す
る
。
現
地
の
役
割
分
担

等
調
整
は
、
課
を
ま
た
い
だ
指
導

主
事
が
分
担
す
る
。
各
課
が
持
ち

味
を
生
か
し
な
が
ら
立
案
し
た
も

の
を
総
務
課
が
ま
と
め
、
検
討
会

議
で
の
議
論
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
内
部
か
ら「
チ
ー

ム
横
浜
」
と
い
う
合
い
言
葉
も
自

然
発
生
的
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　

支
援
を
終
え
、
派
遣
さ
れ
た
教

員
か
ら
は
、
石
巻
市
の
子
ど
も
と

の
感
動
的
な
出
会
い
に
つ
い
て
や

夏
期
休
業
が
明
け
た
自
分
の
学
校

で
の
報
告
等
、
様
々
な
情
報
が
寄

せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
石
巻
市
教
育

委
員
会
か
ら
の
礼
状
に
は
、「
子
ど

も
た
ち
の
励
み
に
な
り
、
学
習
の

遅
れ
へ
の
不
安
が
解
消
さ
れ
た
」、

「
疲
弊
し
た
教
員
の
休
養
が
で
き

た
」、
ま
た
、「
す
べ
て
の
支
援
を

横
浜
市
側
が
行
い
負
担
が
な
か
っ

た
」
こ
と
な
ど
に
対
し
て
の
感
謝

の
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
た
。

　

十
分
に
練
っ
た
計
画
の
も
と
で

の
後
方
支
援
活
動
で
あ
っ
た
が
、

常
に
意
識
し
た
の
は
被
災
地
の

人
々
の
立
場
や
気
持
ち
を
尊
重
し
、

相
手
に
負
担
を
か
け
ず
、
相
手
の

気
持
ち
に
な
り
、
支
援
の
押
し
売

り
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

３
月
11
日
は
、
日
本
を
大
き
く

変
え
た
日
で
あ
る
。
横
浜
市
教
育

委
員
会
も
「
石
巻
子
ど
も
学
習
支

援
隊
」
と
い
う
大
き
な
事
業
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
あ
ら
た
め
て
教

育
と
い
う
営
み
の
意
義
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、「
チ
ー
ム
横
浜
」
と

し
て
、
事
務
局
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認

識
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
。

写真３　子どもからの手紙




